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日本応用心理学会第 86 回大会 特別講演

アニメに見る「感情の谷」

日 時：2019年 8月 25日（日）
場 所：日本大学商学部 1号館 1303教室
企画者：日本応用心理学会第 86回大会委員会
司会者：外島 裕（日本大学商学部）
講演者：横田正夫（日本大学文理学部）

1．日本のアニメの特質

日本のアニメは多様な作品が量産され，日々視聴
者に届けられている。複雑な物語であったり，刺激的
な物語であったりする。マンガを原作にしたものも
多い。そうした中で特徴をあげるとするならば，作中
人物の感情や気持ちが重視されるということであ
る。画面上で登場人物が動いていなくても，主人公の
心情がモノローグで語られる。動いていない人物に，
観客が感情移入してしまうのは，そうした主人公の
心情が言語的に語られるからである。そして心情を
語る主人公は，感情のコントロールを失いやすく，危
機的な場面に遭遇すると激情にかられる。そして日
常的な感情レベルから逸脱し，異常な状態に陥る。こ
うした危機に遭遇し異常な状態に陥ることを「感情
の谷」として紹介した（横田，2017）。感情の谷に落
ちて，そこで悟りを得て，現実に戻ると，人格のレベ
ルが高まっており英雄になる。こうした英雄が好ま
れてきているように見える。
感情のコントロールを失いやすいという特徴は，
普通の一般人と同様であり，ヒーローと言うよりは
市井の人ということを強調する。あるいは感情のコ
ントールを失いやすいということの背景に，欠点を
多く持ち，劣等感の塊といった弱点を持っているこ
ともある。そうした弱点を持った主人公は，多くの視
聴者と，同じような状態にあるということであろう。
そしてそうした主人公が，衝撃的な出来事に遭遇し，
感情が高まり，耐えがたいほどになる。そして耐えら
れる許容範囲を超えてしまう。観客は，そこまで感情
が高まるのだから，耐えられないのは仕方がないと

思う。主人公はこうして精神の異常状態に陥る。異界
であったり，無意識に陥ったりする。なぜ異界や無意
識なのか，というと，そこが主人公の心理的な避難場
所になっているからである。そこに閉じこもれば，安
全，という心の奥底の自我の避難場所である。本来，
異界や無意識は，安全な避難場所ではないであろう。
異界であるならばそこに行き適応するのにそれなり
の時間も必要であろうが，そういった適応の時間は
通常は用意されない。また無意識世界も，意識的なコ
ントロールのきかない世界であろうから，欲望や願
望がむき出しになり，安住の地と言った趣は本来は
ないであろう。しかしアニメでは，安全な空間として
提示される。安全の空間であるので，そこに閉じこも
ることに何のためらいもない。むしろそう望むので，
外に出たいとは思わない。この状態が続けば，精神病
状態ということになるのであろう。アニメの良くし
たところは，その安全な場所から外に出ることを強
要する存在が登場する。外部から援助者がその安全
な場所にやって来て，主人公の役目を自覚させ，現実
世界に引きもどす。主人公は，自ら自分の殻の中に閉
じこもるが，その殻を破って外に連れ出してくれる
他者がいる。依存対象がいるということである。こう
した依存対象がいるということも，視聴者にとって
は，安全に閉じこもっていられることを感じさせる
要因になるのであろう。他者に導かれ，外に出た主人
公は，英雄として活動を開始する。「感情の谷」の特
徴的なことは，心の奥底に避難所があり，そこに他者
が助けに来るという構図である。助けに来てくれる
他者の存在は，他者の心の奥底にまでやって来ると
いった心の絆の強さを示し，主人公が孤立していな
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いことを示す。
「感情の谷」の表現は，時代と共に進化してきてい
るので，それを代表的な作品を手掛かりにして見て
みたい。取り上げる作品は「太陽の王子 ホルスの大
冒険」（1968），「幻魔大戦」（マンガ原作，1967，アニメ
作品，1983），「進撃の巨人」（マンガ，2009～，テレビ
アニメ（第 1期），2013），「君の名は。」（2016）である。

2．「太陽の王子 ホルスの大冒険」（1968）

「太陽の王子 ホルスの大冒険」は高畑勲監督の初
長編アニメである。
主人公はホルスという特異な 14歳の少年である。
アニメの始まりでは，岩場で，銀色狼たちと斧で戦っ
ているホルスが描かれる。斧の柄に紐をつけて投げ
つけて狼たちを蹴散らすが，銀色狼の牙に紐が切ら
れてしまう。こうして岩場に追い込まれる。するとそ
の岩が急に動き出す。岩の巨人であった。岩の巨人
は，狼を追い払う。岩の巨人は自ら岩男のモーグと名
乗り，狼は悪魔グルンワルドの手下であるとホルス
に教える。モーグは肩の痛みを訴える。そこには剣が
刺さっていた。ホルスは巨人の身体を登り，肩に刺
さった剣を引き抜く。巨人は剣が鍛え上げられた時
に「太陽の王子」と呼ばれるだろうと予言を残す。ホ
ルスは独りで狼と戦い，モーグに出会ったというよ
うに，不可思議な体験をする主人公であり，神話的世
界の住人であった。その後も不可思議な体験を繰り
返す。
熊のコロがホルスを呼びにやって来る。父が亡く
なりそうだという。彼は父親と二人だけで孤立して
暮らしていた。死の床の父は，仲間のところへ行くよ
うに言葉を残して亡くなってしまう。ホルスはコロ
を連れて，仲間を探すために海にのり出してゆく。あ
る海岸に辿り着くと，大烏に攫われ，コロと別れてし
まう。大烏はホルスを崖に突き落とす。転がり落ちる
ホルスは，紐の付いた斧を投げる。斧が，何かに引っ
かかり，落下が止まった。ホルスは紐を伝って攀じ
登ってゆく。辿り着いた先にはグルンワルドが立っ
ていた。ホルスの斧をグルンワルドが手にしていた。
グルンワルドはホルスに弟になれというが，ホルス
はそれを拒否する。グルンワルドが斧を離すのを利
用して反動で斧でグルンワルドに攻撃を仕掛ける。
しかし，崖の縁にいるホルスは，結局崖から落ちてし
まう。ここでの悪魔との対面は，ホルスの悪魔に対す

る攻撃心をより強める。激情のホルスが，崖から落下
し，その後氷上に倒れたホルスは川に流され，村に辿
り着く。つまり感情の谷に落ち込んだホルスは無意
識の状態になった。無意識の彼を運ぶ川は，ホルスを
包み込むものであり，こうした包み込むものは Jung
（1992）によれば母なるものの象徴である。ホルスは
母なるものに助けられたということであり，そのた
め何の抵抗もなく村の中に受け入れられる。村は，大
カマスがサケの遡上を妨げているので困っていた。
大カマス退治に行った村人たちは，殺されてしまっ
たのである。それを見たホルスは独り大カマスを倒
すために出かけて行き，激闘の末，倒してしまった。
サケが遡上してきて，村は救われた。このようにホル
スは，悪魔との戦いで激情にかられながら無意識状
態に陥り，川という母なるものに抱かれて村に辿り
着き，目覚めると悪魔の手先の大カマスを倒してし
まった。感情の谷に落ち込んだホルスが英雄として
村に現れたのであった。しかしこの時の無意識状態
の援助者は川であり母なるものといった象徴的なも
のでしかなかった。ホルスの感情の谷への落ち込み
は再度起こってくる。そのことを語る前にヒロイン
のヒルダ（15歳）について紹介する必要があろう。
ヒルダについて監督の高畑（1983）は「行動とこころ
がさらに表面のこころと深層のこころがしばしばく
い違ってはげしく揺れ動く人物です。心理学でいう
アンビヴァレンツ（ひきさかれ）に悩む複雑な人物像
を描くことはアニメーションにとって全く不得手な
ことで，特に当時としてはただただ無謀な冒険でし
かなかったといえるかもしれません」（p.148）と述べ
ている。
2-1 ヒルダ
大カマスが倒されたことを知ったグルンワルド
は，銀色狼に命令して狼の大群で村を襲わせる。ホル
スは，銀色狼を追って独り村から出て行く。しかし見
失って，廃村に辿り着く。迷路のような道を辿ってゆ
くと歌声が聞こえる。歌声に導かれてゆくと水辺の
廃船の舳先に座って竪琴を弾いている少女ヒルダが
いる。ヒルダは，ホルスに不思議なことをいう。彼女
は，悪魔に襲われた村の生き残りで，悪魔の呪いがか
けられていると語る。さらに淋しくはない，動物の友
達のリスのチロとフクロウのトトがいるから，と言
うのである。ホルスは淋しくないといっているのを
聴いているにもかかわらず，「本当は君も淋しいんだ
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ね」，と言い「僕が一人ぼっちだった時みたいに」，と
返すと，ヒルダは「あなたも？」と言い，「じゃあ私
達兄妹ね，双子よ，きっとそうよ」と言う。
ホルスは，ヒルダの淋しさに共感し，自身が一人で
いて淋しかったことから連想しヒルダも淋しいと
思っている。この連想は普通のものである。それに対
し，ヒルダは一人ぼっちだったということを共通項
にして，兄妹，さらには双子，と断定している。これ
は述語の共通性を基にして主語を関連付けてしま
う，統合失調症の思考障害の一つに考えられている
述語論理（横田，2006）である。このことはヒルダに
は思考の混乱があることを示唆している。
ヒルダは，美しい歌声を聴かせることによって村
人たちの働く意欲を削いでしまう。ヒルダは悪魔グ
ルンワルドの妹として，村を混乱に陥れるために送
られてきた破壊工作員なのである。ヒルダには人間
の心も残っており，心が揺れ動く。というのも，慕っ
てくる村の幼女マウニ（3歳）がいるからであり，彼
女だけは村の破滅から助けだそうと考える。しかし
善意の象徴のリスのチロは，もう一人ヒルダが出来
るだけだと強く反対する。ヒルダは悪魔の妹である
ことを改めて自覚する。
水辺で，ヒルダが一人で歌を歌っているところに
ホルスがやって来る。ホルスはここでも「淋しいんだ
ね，一人ぼっちで」とヒルダに語り掛ける。ホルスは
ヒルダの感情に共感している。そのため苦しいこと
や悲しいことを話してしまうようにホルスは促す
が，ヒルダは「なんて？いまにあたしが，この手であ
なたを殺すんだって」と言うのである。ヒルダは，ホ
ルスを前にすると，感情の抑えが利かなくなってし
まう。グルンワルドの命令をそのまま口に出し，抑え
ておくことができない。ヒルダの心の混乱は顕著な
ものであることが示唆される。ヒルダは，結局，グル
ンワルドの命令に従って村人を扇動し，ホルスが斧
で村長を殺そうとしたと濡れ衣を彼に着せることに
成功する。
村を追われたホルスは，荒野で，視線の先にヒルダ

がいるのを見出す。ヒルダの横を通り過ぎようとす
るのを，ヒルダはホルスをとどめる。ヒルダは，「な
ぜあたしと闘おうとしないの？」と尋ねるが，ホルス
には何を言っているのかわからない。フクロウのト
トがヒルダはグルンワルドの妹，と言うのだが，ホル
スはそれでもそれを信ぜず「ウソだ！ヒルダいって

くれ，ウソだって！」と叫ぶ。ヒルダが短剣を持って，
ホルスに迫ってくるのだが，それでもホルスは「人間
に戻れる」とヒルダを庇う。ヒルダは人間にはなりた
くないというにもかかわらずホルスは「きみは自分
をだましている。いやだまされているんだ」と言うの
である。
ホルスは，ヒルダをどこまでも信じている。この確
信は，強固である。この強固さの背後には何があるの
であろうか。上記のホルスがヒルダを一人で淋しい
と言うときにはいずれも水辺に二人がいた。Jung
（1992）によれば，水辺は，境界領域であり，現実と
異界の境目を示している。そして水は包み込むもの
であり，包み込むものは母なるものの象徴であると
上述した。そうした象徴的な考えに従えば，水辺で淋
しさを語り合うのは，ホルス自身が淋しい存在であ
り，水辺の母なるものに包み込まれる願望を持って
いるということである。ホルスの父親は登場するや
いなや亡くなり，母親は全く登場しなかった。母親を
知らないホルスにとって，母性への憧れがあるので
あろう。そうした憧れは，淋しいという感情が共通す
るヒルダと重なり合って，出会ったことのない母性
をヒルダに見ていたということと思われる。ホルス
がヒルダに一目惚れしてしまったのには理由があっ
てのことである。ヒルダは母なるものの一つの特徴
である破壊する側面を見せ続けているのにもかかわ
らず，ホルスはその保護する力を見続けようとして
いる。ホルスにとってヒルダはそうした母なるもの
の象徴を引き受けた存在なのである。ヒルダの現実
の姿を無視するホルスの確信は，ホルスの硬直した
心を示している。
2-2 迷いの森
躊躇うヒルダにフクロウのトトがホルスを迷いの
森に突き落とすことを強要する。目をつむったヒル
ダが剣を振り下ろし，ホルスは迷いの森に落下して
ゆく。迷いの森は物理的な空間のようであるが，心理
的空間のようでもある。その証拠に，ホルスは，地面
に落下せず，迷いの森の中で浮遊している。そしてホ
ルスはここにおいてもヒルダの姿を目にし，ヒルダ
に向かって叫ぶ。人間の心に戻ってくれ，悲しいヒル
ダの心に，と。迷いの森に落とされてなおホルスはヒ
ルダを信じている。
信じていたヒルダに迷いの森に落とされたホルス
は，感情の谷に落ち込んだとみることができる。その
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ホルスの心の混乱を示すように，上記のように，ヒル
ダを幻視し，ヒルダの声を聴く（幻聴）。ホルスは彼
の体験を走馬灯のように繰り返して見る。仲間の元
へ行けといった父親の乗った船の後にヒルダが，現
れる。その背後にグルンワルドがおり，グルンワルド
はお前を弟にしてやると言い，ヒルダは，私たちは兄
妹，双子よ，と言う。村人たちがホルスに襲い掛かる
のも見える。臨死体験のように過去の出来事がその
まま走馬灯のように繰り返されてホルスの面前に現
れた。感情の谷に落ち込むことは臨死体験に相当す
るのである。その中でヒルダが水上でホルスに接近
してくる様子が描かれる。それを目にしたホルスは
思わず「来るなー」と叫び，斧を投げつける。斧はヒ
ルダの顔に当たり，その瞬間無数のヒルダになって
広がってゆく。この場面においても，水が出てきた。
水の中のホルスに対し空中で接近するヒルダは，母
なるものの象徴であろう。母なるものには保護する
力ばかりではなく破壊する力も象徴される。破壊す
る力にさらされると，自我の成長が妨げられる。ホル
スが「来るなー」と叫んで斧を投げつけたのは，母な
るものの破壊する力への抵抗と思われる。
ホルスのヒルダとの関係をみてくると，ヒルダは
述語論理（横田，2006）が示すように病的な思考を示
し，またホルスを殺すといった発言もしている。こう
した発言をホルスからみれば，ホルスの愛情表現が，
ヒルダの非論理的な思考によってはぐらかされ，時
には殺すという暴言によって拒否されたと見ること
ができる。ヒルダが母なるものの象徴ということで
あれば，このヒルダの振る舞いは一般的に見られる
母親の無視や言語的な虐待に対応しよう。ホルスは，
母親の無視や言語的な虐待を被っている被虐待児の
立場にある。そのため，剣を向けられて殺されそうに
なった時においてもヒルダの愛情を疑うことができ
なかった。ホルスのヒルダは人間になれる，という訴
えは，母親になって欲しいという子どもの切なる願
いである。それ故に迷いの森の中で「来るなー」と叫
んだのは象徴的な出来事である。これはつまり虐待
する母親への拒否反応である。
この拒否の後においてすらホルスはヒルダのイ

メージを持ち続ける。ホルスの目の前のヒルダが幾
人ものヒルダに分裂する。分裂したヒルダはホルス
に向かって言葉を発する。ヒルダはホルスを溺れさ
す，と。溺れさす水は，繰り返しになるが，母なるも

のの破壊する力の象徴である。それをヒルダの声と
して発せさせているということは，ホルスが，ヒルダ
の持っている破壊する力を意識の中で言語化できた
ということであろう。ヒルダの破壊する力を対象化
し，これが切掛けでホルスは，悟りを得る。すなわち
バラバラになったヒルダを一つにすればよいという
考えであり，それを一般化したバラバラになった村
人たちの心を一つにすれば悪魔を倒すことができる
という認識であった。母なるものの破壊する力を乗
り越えたホルスが，悟りを得て，迷いの森を脱するこ
とができた。現実に生還したホルスは村に戻り，個人
の力では鍛え直すことができなかった太陽の剣を，
村人たちがみんなで作り出した炎の中で鍛え直すこ
とに成功する。コミュニティの全体の力が結集すれ
ば悪魔をも倒すことができる。その象徴が太陽の剣
の鍛え直しである。攻めてきたグルンワルドを太陽
の剣で迎え撃ち，助けにモーグも現れ，悪魔を倒すこ
とができた。
以上見てきたようにホルスは感情の谷に落ち込
む。しかしこの作品では最初に述べたような隠れ場
が，感情の谷の底にあるわけではなかった。そしてそ
こへ外から支援者がやって来るということもなかっ
た。ホルス自身がヒルダのイメージを浮かべ，そのヒ
ルダとの対話を通して，ヒルダの破壊する力を退け
ることができ英雄として現実に生還した。母なるも
のの破壊する力の象徴としてのヒルダとの対決が，
ホルスの自我の確立に必要であった。しかしその一
方でヒルダのイメージの変化がホルスの悟りを誘発
しているのであるから，母なるもののもう一つの側
面の保護する力が，ホルスの心の回復を支援したこ
とにもなる。支援者としての母親イメージがあった
のである。

3．「幻魔大戦」

「太陽の王子 ホルスの大冒険」公開の 1年前の
1967年に週刊少年マガジンにマンガ「幻魔大戦」が
連載され，1968年に単行本化された。このマンガは，
主人公の高校生東丈が感情の谷に落ち込み，そこで
悟りを得るという典型的なパターンを示していた。
そこでまずマンガ版の「幻魔大戦」についてみてみた
い。原作は平井和正，マンガは石森章太郎である。
3-1 マンガ版「幻魔大戦」（1967）
主人公の東丈は背が小さく，野球の正選手になる
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ためにがむしゃらな努力を重ねて，正選手の発表の
日に，正選手になれると確信していたのにも関わら
ず，なれなかった。拗ねて，家で姉に当たると，大柄
な弟に揶揄され，腹をたてて弟に挑みかかるが，逆に
投げ飛ばされてしまう。それで家を飛び出してしま
う。このようにもともと身体的に劣っていることを
自覚する余り，がむしゃらに行動するが，その成果が
上がらない。そのことで，感情的になっていた時に，
不気味な巨人がピストルのようなもので，丈の胸に
発砲する。巨人は丈を追いかけ，廃ビルで，ビルを壊
すための鉄球が丈を襲う。避けた丈の背後で鉄球が
ビルを壊し，瓦礫の山が丈をめがけて落下してくる。
その時に，丈の超能力が発動し，落下する瓦礫を丈の
頭上の空中に止めてしまう。丈には超能力が潜在し，
その超能力が生命の危機にかかわる時に発動した。
このように主人公の丈は，劣等感の塊であり，劣等

感を補償するためにがむしゃらな行動力を発揮する
が，劣等感は補償されない。そのため，余計に落ち込
んでいた。そんな時に，不気味な巨人が攻撃してきた
ので，無意識的に，潜在する超能力が発動した。この
ことは丈が感情の谷に落ち込むと潜在能力が目覚め
ることを暗示している。
不気味な巨人は宇宙から地球を守るためにやって
きた戦士ベガであることが知られ，地球の超能力者
プリンセス・ルーナと共に，地球を守る超能力戦士
をリクルートするために活動していた。丈はその候
補者の一人であった。ベガの行動は，丈の超能力を目
覚めさせる荒療治であったのであり，それがうまく
成功した。しかし背が低いことが劣等感であった彼
が，意志の力でものを動かす念動力を手に入れたこ
とで，逆に誇大的な考えに憑りつかれ，ナポレオンの
ように世界を支配することも夢ではないと考えるよ
うになってしまう。プリンセス・ルーナは人の心を
読み取るテレパシーを有しているために，丈の誇大
的な考えを危惧し，彼女が知っている幻魔大戦のあ
りさまと幻魔大王のイメージを，テレパシーを使っ
て，丈に直面させる。がむしゃらに行動する丈の行動
力はここでも発揮され，身につけた念動力を目いっ
ぱい使用して幻魔大王のイメージに立ち向かうが，
相手にしていたのは岩山であったことに気づき，意
識を失ってしまう。丈は幻魔大王に敗れたと思い，心
の奥底に逃げ込んでしまった。ベガは丈の精神は異
常をきたしていると判断する。意識を取り戻さない

丈をこのままにはしておけないと，ベガが他者の心
の中に入り込んでゆく危険性を伝えるにもかかわら
ず，プリンセス・ルーナはテレパシーで丈の心の中
に入り込んでゆく。丈の心の中では，上記の正選手に
なれなかった記憶から始まりネガティブな記憶がひ
しめいていた。弟との喧嘩に負けたこと，いじめに
あって泥団子を口に中に押し込められたこと，両親
が丈のことを「できそこない」と愚痴を言っているの
を聴いていたこと，「生まれてこなければよかっ
た」と姉の膝の上で泣いたこと，首吊り自殺を試みた
こと，姉にもっと大きくなりたかったと言い訳した
ことが次々に浮かんできていた。いじめによって自
殺企図までしていた丈の履歴は悲惨なものであった
が，プリンセス・ルーナは丈のその体験を丈の心の
中で同様に体験したことになる。そうした丈を保護
していたのが姉であった。丈にとって姉の膝の上が
安住の地であった。そこへプリンセス・ルーナのイ
メージがやって来る。姉は「ここはとおさない」とプ
リンセス・ルーナの前に立ちはだかる。プリンセ
ス・ルーナは強い口調で「おどき」と命令する。そし
て丈の目の前に行く。丈の手を取り「心のかくれ場所
から外へでるのよっ」と引っ張ろうとする。それに対
し丈は姉に助けを求める。丈の両手をプリンセス・
ルーナと姉がそれぞれ持って，引っ張り合うことに
なる。プリンセス・ルーナは丈に向かって「一生でき
そこないですごすつもりなの!!」と声を掛ける。こう
して丈は意識を取り戻す。丈は，プリンセス・ルーナ
を幻魔大王と闘う仲間，と理解する。
ここでの顛末は「感情の谷」の典型的なものであ
る。丈は，誇大感の虜になり，巨大な力を手にして何
でもできると過信していた。しかしプリンセス・
ルーナの見せた幻魔大王と闘って敗れたと思い込ん
だ。彼の誇大感が粉々になってしまって，自我が崩壊
してしまったのである。心の崩壊（精神の病）が心の
奥底へ逃げ込むということで表現された。心の奥底
では姉が丈の保護者になっており，姉の膝の上が彼
の安住の地となっていた。そこは安全であるので，心
の外に出ることを必要としない。そこへ外からプリ
ンセス・ルーナが丈の心の中に入り込んで，安住の
地から，丈の心を外に連れ出すことに成功した。こう
して丈は，プリンセス・ルーナと共に戦う戦士の自
覚を持った。「感情の谷」に落ち込んだ丈は，外部か
らの救済者の手によって現実に生還し，戦士として
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の自覚，つまり悟りを得た。
この「幻魔大戦」は，マンガで描く心の病のモデル
でもある。それは戦いに敗れ，それがショックで心の
奥底に逃げ込むというものである。そこから救済さ
れるためには外部からの援助者が必要である，とい
うことである。このモデルは実際には臨死体験に対
応していると思える。分析心理学者の Jungは 1944
年に心筋梗塞を患い危篤状態に陥った。Jungはその
最中，様々なビジョンをみた。自伝（Jung, 1973）を
もとにまとめると次のようになる。Jungは地球外に
あって，眼下に地球をみた。地球から遠ざかっている
ように感じた。目を転じると真っ暗な石塊がみえた。
入口がありそこに近づいた。すべての経験が走馬灯
のように彼から消え去り，離脱した。Jungは「私は
存在したもの，成し遂げたものの束である」と悟っ
た。こうした時，下からイメージが浮かび上がってき
た。主治医のものであった。そのイメージは Jung
に地球から離れる権利はなく，引き返さなければな
らないとメッセージを送ってきた。そしてイメージ
は消えた。Jungは意識を回復した。この Jungの体
験は，上述の東丈の体験によく似ている。すなわち危
篤状態という強烈な感情体験があり，地球外にある
といった意識は感情の谷にあることに相当し，そこ
に石塊をみいだしているのでありこれは避難所に相
当し，地球から主治医のイメージがやって来るのは，
心の外から救済者が来るのに対応している。そして
Jungは自身のあり方についての悟りを得て，意識を
回復したのである。東丈の感情の谷は，臨死体験に類
似したものであったといえよう。
東丈は，その後も幾度か意識を失うことがあった。
そのひとつがラスト近く，仲間と別れ独りになり地
球に襲来した幻魔と闘おうとした時である。丈は地
球に派遣された幻魔兵団の司令官シグと闘うことに
なる。丈の力は全く歯が立たず，滅びの美をみたかっ
たシグをがっかりさせてしまう。戦うのも馬鹿らし
いと丈の身体を石に変える魔法をかけてしまう。足
元から徐々に石になって身体全体が石になった時，
彼の身体の背後から突然炎が沸き上がりシグを滅ぼ
してしまう。炎は姉の姿となり，丈の前に現れる。丈
は「ね…え…さ…ん!!」と石化した口から声を上げる。
そして石化した目から涙を流す。炎に包まれて亡く
なった姉の精神が残留思念となって丈を守っていた
というのである。石化してしまった丈の身体を，ナオ

ミという超能力者の少女の人形が，ナオミの魂が乗
り移って，丈の身体をマッサージしはじめる。すると
丈の身体は柔らかくなってゆく。こうして石化した
体が回復する。丈は亡くなった姉の意志が自身を
守ってくれたことを思い，人間の意志の力の大きさ
を悟り，新たな戦いに向かう。このエピソードでは，
丈の心の内面についての描写はないが，身体が石化
したということによって意識を失ったとみることが
できる。そして石化した丈を守ったのが，亡くなった
姉の残留思念であり，ナオミの魂が乗り移った人形
であった。いずれも生身の人間ではない精神的なも
のが丈の援助者となっていた。丈の心の中に入り込
んで援助したプリンセス・ルーナと同様な役割を演
じている。
こうしてみると丈の援助者はプリンセス・ルー
ナ，残留思念となった姉，ナオミの魂の乗り移った人
形といったように全て女性であった。女性の保護す
る力が丈に働いているとみることができる。
上述の「太陽の王子 ホルスの大冒険」のヒルダに
は母なるものの破壊する力が象徴されていたが，こ
こでの女性は保護する力が象徴されていた。こうし
た母なるものの力は Jung派の考えである。Jung
派の考えがこうした作品にどのような影響を与えて
いるのかについては確かではないが，河合隼雄が「ユ
ング心理学入門」を著したのが 1967年であったこと
は同時性を感じさせる。この年代以降に，感情の谷が
描かれるようになったと思われる。
3-2 アニメ「幻魔大戦」（1983）
「幻魔大戦」はりんたろう監督によって 1983年に
アニメ化された。角川アニメの第 1作であり，キャラ
クターデザインは大友克洋で，青年期のキャラク
ターをアニメに導入したはじまりと思える。マンガ
では「プリンセス・ルーナ」であったが，アニメでは
「プリンセス・ルナ」に改変された。キャラクターの
設定はマンガと類似している。丈は背が低く，野球の
正選手にはやはりなれなかった。しかし彼には恋人
があり，その恋人は丈の姉には負けると自ら去って
ゆく決意をする。丈は失恋という痛手も同時に体験
することになった。そして丈の体験する感情の谷は，
少し改変されている。
丈はマンガと同様にベガによって超能力を覚醒さ
せられ，ルナのテレパシーがみせた幻魔大戦のイ
メージに呑み込まれ，意識を失ってしまった。幻魔大
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戦のイメージが，丈の意識の容量ないしは意識の反
発力を越えてしまったのであり，幻魔に負けてし
まったと思い込んだ丈は精神に障害が生じてしまっ
た。ルナは意識を失った丈の身体を抱き，丈の額に自
身の額を当てて，丈の意識の中に自身の意識を投入
する。意識の中の丈は裸で身体をまるめている。この
様子を出版されたシナリオ（平井・石森・桂・内
藤・真崎，1983）では「子宮の中の胎児のような恰好
でいる，丈（意識体）」（p.114）と表現している。ルナ
の丈を呼ぶ声が聞こえて，丈が振り向く。彼は，ルナ
の姿を目にする。ルナが追って来たと思い込んだ丈
はさらに心の奥底に逃げる。逃げる丈の身体は徐々
に幼くなり，果ては「姉ちゃーん」と泣きながら走る
幼児になっている。幼児になった丈は姉の膝の上に
抱かれている。よく見ると丈の幼い右手は姉の胸に
ある。姉は母親の役割を演じているのである。そこは
居間のようなところで，柱時計があり，時計の文字盤
が破損してめくれているので，針は進まない。つまり
時間の進まないことが示されている。丈の心の中に
は，姉の膝の上という逃げ場所があり，そこは無時間
的な空間であった。無時間的な空間は，無意識世界の
特徴でもある。そこへルナの意識が入り込んで来て，
丈の意識に働きかける。このシーンのシナリオでは，
ルナは丈がしがみついている姉は「あなたの恐怖が
生み出した，エゴイズムの罠！自己逃避の，かくれ
蓑！実体のない，ただの虚像にすぎないもの…」
（p.117）と丈に語り掛ける。これを受けて丈の前から
姉の姿が消える。そして丈の身体は元の青年のもの
に戻る。丈は裸のまま，右手をルナの手に合わせる。
そして現実に目覚める。
以上のように，ルナはマンガで描かれていた丈の
心の闇を見ることはない。ただ，幼児に退行した丈の
姿を見るだけである。マンガでは丈は着衣のままで
あったのが，ここでの丈は裸である。裸でルナの前に
あり，にもかかわらずそこに羞恥の心が描かれるこ
とがない。このことは丈には失恋した彼女がいたこ
とと関連し，また幻魔の先兵ザンビがその彼女の身
体を乗っ取り丈を性的に誘惑しようとするエピソー
ドがこの後に続くこともあって，性的な含みがある
ように感じる。青年期のキャラクターを描いている
のであり，青年期には性的な欲動の高まりもある，と
いうことなのであろう。目覚めた丈は，ルナの膝に頭
を載せている。こうした関係も，性的な含みを受け

て，両者の親密な関係を暗示する。マンガでは，回復
した丈を戦士とは認めないという厳格さがルーナに
はあったが，アニメではルナは丈を助けるためにエ
ネルギーを使い果たし，丈に何かを言う気力もなく
倒れ，眠いと言ってベガの腕の中で眠ってしまう。ル
ナにかわりベガは，回復した丈に，力を自由に操れる
ようになれば一人前の戦士になれると伝え，飛び
去ってゆく。感情の谷を抜けることで，戦士としての
通過儀礼が果たされたかのようである。
次に地球壊滅作戦の司令官との戦いについて見て
みたい。司令官の名前はカフーに替わっている。カ
フーとの戦いで石にされてしまうのはマンガと同じ
であり，残留思念の姉の炎がカフーを倒すのも同じ
である。しかし石化した丈を回復させるのはマンガ
と異なる。アニメでは，超能力者が複数参集してお
り，その超能力者たち 6人がサイキック・ウェー
ブ・マッサージといった心理的な力のマッサージを
丈に施すことによって，丈の石化した体が回復する。
ここでは母なるものの保護する力への信頼はない。
むしろ必要なのは社会人として仲間との関係を築く
ことであるといっているようである。
以上のように 1983年のアニメでは，「感情の谷」を
抜けた丈は戦士としての力に目覚め，石化した丈を
助けるのは超能力者たち 6人の共同した力であっ
た。女性との関係は性愛の方向に偏移し，社会で共に
戦う仲間が大事なのであった。

4．「進撃の巨人」（マンガ，2009～，テレビアニメ（第
1期），2013）

「進撃の巨人」は「幻魔大戦」のマンガから 26年
経った 2009年別冊少年マガジン 10月号から連載が
開始された。テレビアニメは 2013年 4月から 9月ま
で第 1期が放送された。幻魔大戦は宇宙の果てから
幻魔という宇宙の破壊者が襲来するのを地球の超能
力者が防衛するという話であった。「進撃の巨人」は
これよりもはるかに衝撃的な設定で，人間を食らう
巨人の脅威に晒された人類は 50mもの高さの壁を
築き，その中にこもって生活している。巨人の人類に
対する脅威は圧倒的であり，100年の安寧を続けた
ある時に，その脅威が現実のものとなる。50mを越
す巨人が現れ，壁を破壊してしまったのである。その
穴を通って巨人たちが侵入し，人間を捕食し始める。
ここでは「幻魔大戦」の幻魔に相当するものが巨人
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であり，地球に相当するのが壁の中である。ただ「幻
魔大戦」では，少数の超能力者が幻魔の存在を察知
し，彼らだけで幻魔に立ち向かおうとしたのに対し，
「進撃の巨人」では，壁の中の住人全体の脅威として
巨人が存在し，巨人の脅威は周知のことであった。壁
の中の住人の閉塞感および巨人に対する恐れは，極
度に高いとみることができる。こうしたなかでの巨
人の侵入である。侵入した巨人に捕食されてしまっ
た者は多く，その中には母親を目の前で捕食された
者もいた。それが主人公のエレン・イェーガーで
あった。この時 10歳である。捕食されるところをみ
た者は，相当のショックを受けたことであろう。エレ
ンはショックにもかかわらず，巨人を一匹残らず駆
逐してやる，と強く念じる。
「進撃の巨人」の連載は今でも続いており，物語は
大きく展開している。しかしここでは「感情の谷」を
テーマとしているので単行本の 4巻までの物語に限
定してみてみることにする。それはエレンが巨人に
なり，その間の記憶を全く失っているという事態が，
「感情の谷」に相当すると思えるからである。5巻目
以降では巨人になることをエレンが意識的に行える
ようになって行くので「感情の谷」とは異なるメカニ
ズムを考える必要があるからである。
4-1 記憶喪失
母の死後，エレンは訓練兵を志願し，3年の訓練を

受け，巨人に立ち向かう戦闘技術を学ぶ。15歳の時，
好成績を上げて，晴れて卒業というその日に，再び
50m級の巨人が出現し，壁を壊す事件が起きる。訓
練兵を卒業したばかりのエレンも，巨人と闘うため
に駆り出される。エレンは訓練で身につけた戦闘技
術に自信があり，巨人を倒せると確信している。しか
し，同じ卒業生のトーマスを目の前で捕食されたこ
とに激怒し，立体起動装置という飛行装置を使用し
て，独りその巨人を追いかけたその時，下から飛び上
がってきた別の巨人に足を食いちぎられてしまう。
主人公のエレンがあっ気なく，戦闘不能に陥ってし
まう。そんなエレンの姿に接し幼馴染のアルミン・
アルレルトは，同じ訓練兵の卒業生ではあるが，身体
がまったく動かなくなり，巨人に摘まみ上げられ，呑
み込まれそうになる。その様子を目にしたエレンは，
アルミンとの思い出を思い浮かべる。それはエレン
が体制から禁止本に指定されている壁の外の世界の
ことを書いた本をアルミンから見せられ，外の世界

に対する憧れを喚起された記憶であった。この記憶
を思い出したエレンは，巨人の口の中のアルミンを，
口の中から放り出し，アルミンの代わりに左腕をか
み切られながら自ら巨人に飲み込まれてしまう。な
んと主人公が巨人に呑み込まれてしまった。駆逐し
てやると言い放っていた主人公が，あっけなく，巨人
に呑み込まれてしまった。こうした衝撃的な出来事
の後に，巨人を殴り殺す巨人が登場し，その巨人がエ
レンであったことが明らかになる。エレンはしかし
巨人になったことの記憶を持たない。ではどのよう
にしてエレンは巨人になったのであろうか。単行本
の第 3巻の第 10話「左腕の行方」でその顛末が描か
れる。
巨人に呑み込まれたエレンが胃液の中に浮かんで
いる。彼はこんなはずではなかったとそれまでの訓
練について想起する。絶望的な状況の中でエレンが
想起するのは，訓練の様子であった。エレンの背後に
はやはり飲み込まれた女性兵士がおり，彼女は「お母
さん」と母親に呼び掛けている。アニメの「進撃の巨
人」では，この後にマンガとは異なるシーンが挿入さ
れる。それはエレンが母親との関係を想起するシー
ンである。因みに女性兵士の発言もアニメでは「助け
てお母さん」に変更されている。挿入されたシーンで
母親が大きな布を干していると，幼いエレンが布の
背後から顔を出し，両手の指で口を横に押し広げて
母親を驚かすので，母親は口を開けて笑い出す。こう
したシーンが挿入されて，巨人を一匹残らず駆逐し
てやるとエレンが口にして巨人の胃液に沈んでゆ
く。そこで巨人の手が現れ，エレンを飲み込んだ巨人
の中から別の巨人が出現するのであった。
エレンが巨人になる前には，アルミンとの外の世
界への憧れを共有した記憶と母親を笑わせた記憶が
突然浮かんできている。こうした記憶は，エレンの置
かれた緊急な状況には，本来再生しえないものと思
われる。臨死体験の Jung（1973）が報告しているの
は，先述のように，自身の生涯を展望するようなもの
である。それに対しエレンの記憶は断片的でしかも
明瞭なものとしていきなり生々しく立ち上がってき
た。こうした記憶想起は，精神病理学的には，自生記
憶想起として知られ，初期統合失調症の最頻の症状
とされている（中安・関・針間，2017）。つまりエレ
ンが初期統合失調症の症状を示し，次いで巨人に
なったのである。巨人になったことを異常体験とし
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て捉えるとすると，このことは精神病状態の発現と
みることもできる。
さて二度目にエレンが巨人になるところを見てみ
たい。巨人との戦いでエレンの巨人が倒れ伏した時，
巨人の首のところにエレンが現れる。意識を失い，そ
の身体には失ったはずの足と腕が再生されていた。
エレンの家族に育てられたミカサ・アッカーマン
は，エレンが生きていたことに喜ぶ。しかし他の駐屯
兵団の兵士は，エレンが巨人の中から現れたことに
不信を感じる。悪いことに意識を回復する直前のエ
レンは，巨人を駆逐するという強い動機をそのまま
に無意識的に「殺してやる」と声に出してしまう。巨
人を恐れている兵士たちは，その声を耳にする。その
ためエレンは，彼らの敵意の的になってしまう。司令
官も恐怖にかられており，エレンに向かって外壁に
取り付けられた大砲から榴弾を躊躇わずに発射する
と脅す。司令官はエレンに人なのか巨人なのかを問
うが，巨人であった記憶がないエレンにはその質問
は意味をなさず，「意味がわかりません」と返答する。
ただアニメでは，「あれは夢じゃなかったのか」と言
い，腕を噛み切られ，巨人の胃の中に浮かんでいるイ
メージが挿入される。しかし，司令官の傍には，エレ
ンが巨人の中から現れてきたのを目撃している兵士
がおり，その言を信じる司令官は，エレンの発言に
よって疑念を解消することはできない。エレンはさ
らに「人間です」と自己弁明をする。アニメではこの
時「俺は昔からお前らと同じ人間です」と言い，それ
に合わせてエレン，アルミン，ミカサが走ってくる場
面の静止画が挿入される。エレンは，アルミンとミカ
サと一緒に楽しい時代を過ごしていた，という思い
出の一コマである。これも自生記憶想起である。現実
に戻ると，エレンを守るようにミカサとアルミンが
いる。ミカサはエレンを傷つけるものは容赦しない
と，彼の前に出て庇うが，その行為も効果がない。ア
ルミンは暴力によらない解決策を考えようとする
が，司令官は榴弾の発射の指令を出すために右手を
上げる。その時エレンは首に掛かったカギを目にし，
それが切掛けで父親との会話を思い出す。父親はエ
レンに注射をしようとし，その時に注射のせいで記
憶障害が起こり覚えていないが，ミカサやアルミン，
みんなを助けたければこの力を支配しなければなら
ない，と語る。この記憶の再生の前にも同じ記憶の再
生が紹介されたことがあった。マンガでは第 3話「解

散式の夜」で，エレンは急に意識を失い，その間に父
親がエレンに無理やり注射しようとしているイメー
ジが浮かび，目覚めた時にはそれを忘れており，アニ
メではエピソード♯02「その日―シガンシナ陥落
②―」の中で，父親が無理に注射しようとして，鍵が
ゆっくり落下するシーンが描かれ，その後でエレン
は目覚めた。エレンは父と会っていた気がすると言
う。ミカサはまさか夢だよ，と答えていた。このよう
に無意識的に父親のことが再生され，すぐ記憶から
失われていたのであった。それが危急な時に，意識の
中に自生したのがこの時であった。そして榴弾の発
射の瞬間にエレンは手を血が出るほど激しく噛む。
すると再び巨人が出現し，その手が榴弾を止めた。後
には，巨人の巨大な骨が，残っているだけであった。
この場面をみると，エレンは，周囲の皆から敵意の
目で見られ，榴弾で攻撃されるといった危機的な状
態にある。この状態で父親とのやり取りの記憶が再
生された。これは鍵をみたことが切掛けではあるが，
やはり自生記憶想起である。そして何の根拠もなく
手を噛むことで巨人に変身した。巨人になることが，
自傷行為に連動している。もちろんそのためには，自
分の，あるいはアルミンとミカサの命を守るために
という強烈な意志が背後にあってのことであった。
エレンは，直ぐに，巨人に半分包み込まれた状態で意
識を取り戻し，何なんだこれは，と呟きながら巨人か
ら身を引き離す。自身が巨人になったことの記憶が
やはりない。エレンにとって巨人になることは無意
識に入ることに等しい。精神病理的にみれば意識を
失った状態で，巨人になったのである。
4-2 心の奥底への引きこもり
2度目に巨人になった後で，エレンは，自身が巨人
になることで巨石を抱え，壁に開けられた穴を塞ぐ
計画の一翼を担うことになる。自身が巨人になれる
かどうか，確信が持てない。しかし，彼が巨人になっ
て巨石を運び壁の穴を塞がないと人類の滅びにつな
がる虞がある。個人の危急存亡というよりは，もっと
大きく人類の危急存亡の時である。エレンは，ミカサ
と他のエレンの護衛として選ばれた精鋭と共に，壁
の穴を塞ぐ作戦に出かけてゆく。そしてエレンの意
志通りに，手を血が出るほど激しく噛んで，巨人に変
身した。
しかしその巨人には，やはりエレンの意識はない。
そのため目の前のミカサに攻撃を仕掛ける。ミカサ
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はその攻撃をかわし，巨人の顔に張り付いて，エレン
に呼び掛ける。「私はミカサ，あなたの家族」と話し
かけるのだが，巨人の右手が，ミカサ目掛けてパンチ
を繰り出す。ミカサはそれをかわすが，右手は巨人の
顔を激しく打ち，頭の大部分を消し飛ばしてしまう。
巨人は，後ろに倒れ，巨岩を背に寄りかかったまま動
かなくなってしまう。動かなくなった巨人と同化し
ているエレンの身体は，まだ鼓動し，目を見開くこと
ができ，エレンの意識がわずかに回復する。彼は自分
が座っている，とおぼろげに意識し，そして家族の姿
を想起する。エレンは毛布に包まれて窓際の木製の
長椅子の上にいる。部屋の中には，真ん中のテーブル
で父親が本を読み，テーブルの向かい側では母親と，
台を置いてその上にのって手伝いをしているミカサ
がいる。マンガでははっきりしないがアニメでは母
親とミカサは皿を拭いている。安心して家族に見守
られているという実感を持っているのがエレンであ
り，エレンはそのまま「さあ寝よう」と，眠りについ
てしまう。再び巨人は無意識に陥ってしまう。
こうして作戦は失敗と思われたが，そこへ事態を
危惧したアルミンが駆けつけ，ミカサに替わって，ア
ルミンがエレンに語り掛ける。アルミンは，巨人の首
筋からエレンが出てきたことを想起し，その出てき
たエレンの腕あたり目掛けて，剣を突き刺し，エレン
を目覚めさせようとする。アルミンの声は，エレンに
伝わって行く。アルミンはエレンの口癖だった巨人
を駆逐するという彼の願いを思い出させようとし，
お母さんを殺した奴が憎いのだろうと語り掛ける。
エレンはその言葉がけに反応し，先ほどの家族の安
穏とした様子を思い浮かべ，お母さんならここにい
ると応える。この時，アルミンは窓の外で，窓をガン
ガンと叩いているようにイメージされ，部屋の中の
エレンはその姿を見ている。ここからの場面で，アニ
メではマンガと少し違うシーンが挿入される。アニ
メの方を見てみたい。アルミンはエレンに調査兵団
なんかにどうして入りたかったのかと問う。調査兵
団は壁の外に出かけて行き巨人に遭遇するかもしれ
ない極めて死の危険性を持った役割を担っていた。
エレンのそもそもの希望はこの兵団に入ることで
あった。アルミンの発言に反応し，エレンは自問自答
を始める。どうして調査兵団なんかに，と。その彼の
自問自答に対して，アニメでは，母親が振り向いてエ
レンを見る，という反応を見せる。過去にエレンが調

査兵団に入りたいという希望を持っていることを母
親が知った時，エレンは，母親から強い叱責を受けた
ことがあった。そのことを意識させるような母親の
振り向きの挿入であった。アルミンは外の世界の話
をしなくなったのは僕を調査兵団に入れたくなかっ
たからだろうと語り掛ける。エレンは外の世界と呟
きながら立ち上がる。それまで身体を包んでいた毛
布が床に落ちる。この毛布が巨人を動かなくしてい
たものの象徴のようであり，この毛布を脱いで立ち
上がったエレンは，茫然とした表情をしている。アル
ミンはさらに追い打ちをかけるように，外の世界は
地獄のような世界なのになぜ外に出たいのかと問い
ただす。後ろ向きのエレンの向こうにはエレンを見
ている父親，母親，ミカサの姿がある。さらにアルミ
ンが強く「どうして外の世界に行きたいと思ったの」
と問いかける声が被さる。アニメの凄いところは，こ
こでエレンを振り向かせたことである。窓の外にい
るのであろうアルミンに向かって，正面を向かせ，
「どうしてだって」と返答させる。そしてさらに「そ
んなの決まってんだろ」と答える。するとエレンの方
に顔を向けた父親が挿入される。ついで皿を拭いて
いる手をやすめてエレンの方を見ている母親とやは
りエレンの方を見ているミカサの姿が挿入される。
そしてアップのエレンが目を大きく見開き，強い口
調で「俺がこの世に生まれたからだ」と言う。「そん
なの決まってんだろ」と「俺がこの世界に生まれてき
たからだ」の間に，挿入された両親とミカサの姿は，
外の世界へ行くことに反対していたはずであるの
に，その逆にエレン応援しているかのようである。次
の瞬間，正面向きのエレンの背後に，エレンを見てい
る父親，母親，ミカサがいた先のカットに戻る。突然，
エレンの背後で，激しい炎が巻き上がり，それによっ
て彼の背後の父親，母親，ミカサのイメージが消滅
し，エレンの背後に誰も居なくなる。そしてエレンの
決意の表情にカメラが寄っていく。こうして動かな
くなった巨人のシーンに戻り，消滅したはずの顔面
が再生し，その眼のあたりに光が現れる。巨人がエレ
ンの意識を保ったまま活動を開始する。
以上のように，エレンの巨人の無意識の奥底には，
安心できる家族の住まう居間がある。そこにエレン
は，引きこもっている。そうした引きこもり状態のエ
レンに語り掛けたのは，その窓の外のアルミンのイ
メージであった。アルミンは，最初は，母親を捕食し
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た巨人を駆逐するといったエレンの決意を思い出さ
せようとするが，これはうまくいかない。それは当然
である。エレンの目の前に，両親もミカサもいるので
あるから。アルミンが次に働きかけたのはエレンが
壁の外に出たがっていたことを思い出させることで
あった。これはエレンの意識に作用し，彼の自我を目
覚めさせる。「俺がこの世に生まれたからだ」という
自覚は，悟り体験である。家族と共にあるエレンでは
なく，家族から離れて，独立して，壁の外へ出かけて
行く，そうしたエレンである。旅立ちを願っているエ
レンである。こうした願いは，モラトリアムの青年期
を脱して，社会に出て一人前の職に就くと決意する
ことと似ている。エレンのこの時の心理学的な意味
での達成課題は，家族の保護から離れ，独立した自我
を持つ存在として，壁の外（現実社会であれば社会）
に出て行くということである。こうした達成課題を
乗り越えるためには，エレンは，家族としてエレンを
守ろうとしたミカサを攻撃し，心の奥底の安住の地
の家族イメージを捨てなければならなかった。こう
してエレンとしての意識が巨人の中で目覚め，壁の
穴を塞ぐ作戦をわが身に引き受ける。
4-3 巨人になることの心理学的意味
以上ではエレンが 3回巨人になる様子を紹介し
た。その顛末を心理学的に考えてみたい。最初にエレ
ンが巨人になったのは，エレンが足と腕を失って，巨
人の胃液に中に沈んで行く時であった。この時はエ
レンが殆ど死ぬ，という時であり，通常であれば臨死
体験が生じる時である。これより先に，足を失って，
アルミンが巨人にのみ込まれる時，先述のように，エ
レンはアルミンと共に壁外に出かけて行く夢を語っ
ていたのを思い出した。そして巨人の胃液の中で，母
親を笑わせているシーンを思い出していた。瀕死の
状態にあるエレンのこうした記憶の想起は，初期統
合失調症で体験される自生記憶想起に相当する。こ
うした自生記憶想起を先行体験として巨人になっ
た。巨人になった時にはエレンの意識はなく，エレン
が巨人になる前に一匹残らず巨人を駆逐してやる，
という攻撃的欲動のみが生きている。その欲動は無
意識のものであり自動的に他の巨人を殺し続ける。
つまりエレンが巨人になる時には，自生記憶想起が
起こり，臨死体験が生じてもおかしくないような臨
死状態に入る必要があった。巨人になるということ
は，普通の状態では，決して起こらないのである。そ

こにはひとつの乗り越えがたい障壁があるとみるこ
とができる。臨死状態のような状態にならないと，そ
の壁を乗り越えることができない。こうした壁の存
在は，統合失調症の発病過程にも想定されている。中
井（2015）はそれをポテンシャルの壁と命名してい
る。発病時臨界期にポテンシャルの壁が想定され，容
易く統合失調症が発病しないようなメカニズムが働
く。統合失調症の発病前に感情が高まる時があり，何
かが起こる，世界が滅びるといったような差し迫っ
た感情に陥る。その感情の高まりによってポテン
シャルの壁を越え，発病に至る。こうしたポテンシャ
ルの壁に相当するものが，エレンが，巨人になるとき
にも働いているらしい。エレンは巨人になる前に，非
常に激しい感情の嵐の中にある。それを抑制するよ
うな，自生記憶想起を体験する。自生記憶想起は，エ
レンの過去における，安心できる時間の記憶である。
その自生記憶想起にもかかわらず，エレンの激情は
高まって行く。そしてポテンシャルの壁を越え，そし
て巨人になった。
巨人になったエレンは，自らの力で，自身の姿に戻
ることができない。最初の時は，巨人のエレンが力を
使い果たした時に，巨人の首のところからエレンの
自らの姿を現した。2回目の時は，瞬間的に，アルミ
ンとミカサを救おうと強く念じたために無意識的に
不完全な巨人となり，その状態で意識を取り戻した。
3度目に巨人になった時には，巨人の中のエレンの
記憶が部分的に蘇り，一度はそのまま眠りに入って
しまうが，アルミンの呼びかけに答えて，無意識的世
界の家族イメージを喚起させた。それは「幻魔大戦」
の東丈とプリンセス・ルーナとの関係と同様であ
る。上記のように東丈は姉の膝の上にいることをイ
メージし，そこへ外部からプリンセス・ルーナが
やって来る。そして東丈を現実世界に引き戻した。こ
こではアルミンがプリンセス・ルーナの役割を演
じ，東丈に対する姉は，エレンに対する家族である。
ここでの状況は，外部から来たアルミンのイメージ
がエレンに呼びかけなければ，エレンはそのまま巨
人の中で眠り続けたであろうことを思わせる。この
ことを先の統合失調症をモデルにして考えてみる
と，回復時臨界期のポテンシャルの壁を想定するこ
とが出来る。この時のポテンシャルの壁は，回復を妨
げる壁として働く。この壁を越えられなければ，統合
失調症の状態が続くが，その壁を越えられれば回復
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へ向かう。エレンも，アルミンの働き掛けがなければ
巨人の中で無意識のままであったろうが，その状態
から脱して，エレンの自我が目覚めた。つまりエレン
が巨人になるプロセスには，統合失調症の発病と回
復のモデルが当てはまるような表現になっていた。
エレンが回復時に悟ったのは，巨人が母親を食べ
たことから引き起こされた一人残らず巨人を駆逐し
てやるといった攻撃的欲動ではなく，壁外に自由に
出かけて行きたいといった願望を持った人間に生ま
れついたということであった。こうした自覚はアイ
デンティティの確立と言い換えることもでき，青年
期から成人期への移行期に生じる，社会へ出て行く
ことの決意の表れでもある。エレンは 15歳という年
齢にもかかわらず，彼の表明したのは，成人として自
立するとの表明であった。自己の責任を引き受け壁
の穴を塞ぐために巨岩を運ぶという実際の行動がこ
れによって起こった。エレンが英雄として，自我を目
覚めさせたといえる。このような物語は，感情の谷に
陥ったエレンが，感情の谷の奥底で，援助者に出会
い，そのことで悟りを得て英雄となったことを示唆
している。「進撃の巨人」の新しいことは，感情の谷
へ入り込むこととそこから出て行くためには，どち
らにもポテンシャルの壁に相当するような壁がある
ということである。アニメの特質は，ポテンシャルの
壁を超える場面を，炎で家族のイメージを消し去り，
その前でエレンが決意の表情を示すといった劇的な
表現によって作り上げていることである。
先に紹介した「太陽の王子 ホルスの大冒険」も

「幻魔大戦」のいずれにおいても感情の谷から主人公
を脱出させていたのは，ヒルダやプリンセス・ルー
ナ（マンガ）といった女性であった。そこには母なる
ものを想定できた。しかしアニメの「幻魔大戦」では
東丈が青年期にあり，心の中で，彼は裸でプリンセ
ス・ルナと対面したことから，裸の関係，つまり性愛
が，象徴されていたと思われた。青年期の切実なテー
マがここには現れていた。これに対し「進撃の巨人」
では，女性が救済者にはならず，むしろ幼馴染が救済
者になり，彼が想起させたのは，幼いころにやりたい
と思っていた希望であった。そうした希望を実現化
するには精神病に陥るほどの危機に陥らないといけ
ないといっているようであり，現代社会の若者の抱
える心理的な閉塞感の切実さがここに象徴されてい
るようである。

ただ「進撃の巨人」の物語はこの後も進展してお
り，そうした展開は感情の谷のみで説明できる範囲
を超えており，それについては新たな論述が別に必
要となろう。とはいうものの，「進撃の巨人」の物語
の始まりで，10歳のエレンが，ミカサと薪にする枝
を集めに行って居眠りしてしまう場面が描かれてい
た。マンガではエレンが見た夢は描かれないが，アニ
メではエレンの夢が挿入される。その中では，断片的
に，巨人の襲来と，巨人に食べられてしまう母親らし
き姿が朧げに描かれる。その後の巨人の襲来の予知
夢のようである。しかしその夢は，起きたとたんに忘
れ去られ，記憶には残らない。エレンは，ミカサに指
摘されて，自分が涙を流しているのを知る。このシー
ンが暗示していることは，巨大な壁に囲われた世界
が，極めて不安定なもののようにエレンには思われ，
そのため彼の心が強く動揺しているということであ
る。しかしその彼の抱える不安は，涙が出てきてから
それに気づくほど，彼の身体感覚から遊離している。
心身の状態に乖離がある。こうした心身の乖離が，そ
の後の無意識状態で巨人になるといった意識と身体
の乖離状態の先駆となっている。意識と身体の乖離，
ということは物語の全体を通して，さまざまに変容
しながらも一貫して語られていることのように思わ
れる。意識が乖離している身体への信頼の乏しさが，
現代のマンガ，アニメの特質なのかもしれない。そし
て意識と身体が乖離していることを明確に描いて大
ヒットしたのが「君の名は。」であった。

5．「君の名は。」（2016）

「君の名は。」は新海誠監督の作品で，大ヒットした
ことは記憶に新しい。彼の新作「天気の子」（2019）も
大ヒットした。今最も注目されているアニメ監督の
一人である。ここでは「天気の子」ではなく前作の
「君の名は。」を取り上げたい。上記のように意識と身
体が乖離する，ということが，高校生の男女の間で，
心が入れ替わることで描かれる作品であり，そうし
た心の入れ替わりが，異性としての生活を楽しむこ
とにつながり，異性の身体に適応する不具合につい
ては殆ど無視されているという描き方に特徴がある
からである。意識が身体に馴染む，ということを考え
るうえで，例えば新しく購入した靴を履く時にも，そ
の靴に慣れるまでは少し時間がかかり，場合によっ
ては足にマメが出来たり，靴擦れが出来たりすると
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いうことがあることから想像できるように，それに
は時間がかかるだろう，と思う。ましてや異性の身体
であるから，身体の生理に対する対応も，相当な困惑
を感じると思う。しかしそうしたネガティブな反応
は一切ない。意識と身体は即座に親和的なものとな
る。
主人公は三葉と瀧である。三葉は女子高校生，瀧は
男子高校生である。二人はどういう訳だか意識が相
手の身体に入り込んでしまう。しかし自分の身体に
戻ってきたときには，異性の身体で体験したことは
夢の体験のように，目覚めてすぐに忘れてしまう。た
だ，異性の身体に入った時には，それまでの振る舞い
と違ったものになるので，三葉はより男性的に，瀧は
より女性的に振舞う。それが周囲から見ればより魅
力的に感じられる。異性の身体に入り込む生活に慣
れ，それぞれの相手に愛着を感じ始めたころ，突然身
体の入れ替わりが起こらなくなる。瀧は，三葉の中に
入っていたころの記憶を手掛かりに，三葉の生きた
世界を絵に描く。その絵を持って，三葉の住んでいた
場所を探しにゆく。何とか探し当てた場所は，3年前
の彗星の落下で街ごと消滅していた。図書館で死亡
者リストを見ると三葉の名前も見つかる。しかし瀧
は三葉の記憶が朧げになってしまう。そして三葉の
名前も忘れてしまう。
こうした経緯は，他者の身体に入り込む異常体験，
そして記憶が失われるという記憶喪失があり，感情
の谷に落ち込んでゆくプロセスを描いていると見る
ことが出来る。感情の谷底で，瀧は，微かに残った記
憶の断片を手掛かりに，山頂にあった御神体を探し
に行く決意を固め，山に登り始める。山頂で，御神体
を発見し，お供えの三葉が口で噛んで作った口噛み
酒を飲んで，足を滑らして転倒し，頭を打ち，意識を
失う。そして無意識の底に沈みながら，瀧は三葉の生
きた生涯の映像を垣間見る。臨死体験の時に体験さ
れる生涯を展望するような体験を，第三者の瀧が，三
葉の代りに見ている。そして三葉の身体の中で目覚
める。彗星が落下する前の三葉の身体の中である。要
するに，瀧の意識は，時間を遡り，過去に行き，生前
の三葉の身体の中で目覚めた。意識が時空を超える
という異常体験を体験した。こうして瀧は，三葉の身
体を使って，三葉を救おうと試みる。感情の谷の谷底
で，瀧は意識を失い，身体は山頂の御神体のところに
残したまま，意識が三葉の身体の中に入り込むとい

う体験をした。異性と出会うというより，両者が一体
化する。こうした異性と心が一体化するという体験
が，異性の出会いの理想的なものということなので
あろう。アニメの「幻魔大戦」で裸の丈が，プリンセ
ス・ルナと手を触れ合わせ，性愛が象徴的に示され
ていたのとは対比的に，性愛を越えた，心の合一体験
が，出会いの理想的なものとなった。身体的な感覚
は，そこには入り込む余地がない。
さて瀧は，三葉を通して町の住民を彗星の落下か
ら救おうと奮闘するが，市長である父親に「お前は誰
だ」と誰何され，結局うまくゆかない。一方，三葉は，
昏倒した瀧の身体の中で覚醒し，山頂から下界を眺
め，下界の様子が今まで目にしてきたものと全く
違っているのを目にし，「私死んだの」と呟く。瀧の
時代は，彗星が落下し，三葉の生きた街を破壊した後
であるから，三葉は未来にある瀧の身体にまで心を
飛ばせたことになる。要するに三葉も異常体験のな
かにある。こうして三葉と瀧はそれぞれの時代に飛
び，同時間に生きていない。しかし両者は心がつな
がっているので，同時に，お互いの存在を意識する。
そのため三葉の身体に入った瀧は，瀧の身体に入っ
た三葉が山頂にいることに気づく。そして駆けつけ
る。山頂に行きついた瀧は，三葉がいることを感ずる
が，相手の身体を見ることができない。夕陽が沈む時
に，奇跡が起こり，両者の手が重なり合うようにし
て，時間が重なり合う。お互いがお互いを目にするこ
とが出来た。意識が元の身体に戻る。感情の谷の更に
谷底での時空を超える異常体験の果てに，異性同士
が出会う奇跡が起こる。自分に戻った三葉は，今度は
自らの自身の手で，彗星の落下から街の人たちを救
う決意をする。山頂から麓に駆け戻る三葉は，勢い
余って，転がる。それまで覚えていた瀧の名前をその
時思い出せないことに気づく。大事な人の名前を忘
れてしまっていた。記憶喪失が起こったのである。
一方山頂の瀧は，一夜明けて，目を覚まし，なぜ山

頂にいたのかの記憶がない。彼にもまた記憶喪失が
起こった。三葉の名前を忘れてしまっている。それば
かりでなく，その後成長した瀧は，生きることへの意
欲まで失ってしまったかのように就職活動に乗り気
になれないでいる。そんな時すれ違った電車の中に
いる成熟した女性と目が合い，衝撃を受ける。次の駅
で下車し，彼女を探す。彼女の方も電車を下車し，彼
を探していた。階段で，二人は出会い，すれ違って，
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振り返り，感極まって名前を尋ねる。「君の名は」と。
二人はお互いの名前を忘れてしまっているが，お互
いの身体に入り込んだ一体感は，無意識的なものと
して残り，その一体感が，二人の出会いによって身体
感覚的に蘇り，なぜとも知れず涙を流している。ここ
にも心身の乖離があると見ることが出来る。「進撃の
巨人」のエレンが，なぜとも知れず涙していてそのこ
とをミカサに言われるまで気づかなかったという状
態に類似している。瀧も三葉も，お互いに出会って何
が嬉しいのかもわからず，ただ涙している。心と身体
が，離れてしまっているというのが現代感覚のよう
なのである。感情の谷に落ち込んで，異常体験を繰り
返し，感情の谷底で異性との出会いと合一を体験す
るが，現実社会に戻って社会に馴染めない感覚が残
り，そうした馴染めない感覚から一転して異性との
出会いが歓喜の頂点のように感じられる。出会いは
精神の絶頂体験であるといいたいらしい。「君の名
は。」は，男女の合一体験という極めて私的なものを
最優位なものとして描き，それさえ達成できれば，結
果的に社会的には不適格であってもかまわないと
いっているかのような作品に感じられる。「進撃の巨
人」のエレンは 15歳ではあったが，人間は自由であ
るべきだという意識に目覚め，自身の役割を自ら引
き受けるということでアイデンティティの確立を見
たが，「君の名は。」の二人は社会生活への不適応感を
残したまま生きているようなのであり，社会的な意
味でのアイデンティティの確立は出来ていないかの
ようである。感情の谷に落ち込んで英雄として現実
に戻るというパターンから，感情の谷に落ち込んで
異性との合一体験を経て，社会での不適応感はあっ
ても，異性との最高の出会い体験をするというよう
に時代の流れが変化してきているように思える。体
験が私的なものになり，公共性を求めなくなってい
る。その証拠に三葉が街を救ったという英雄行為に
は，アニメはほとんど関心を示さない。

6．終わりに

アニメに見る感情の谷を 4つの作品を通して眺め
てみた。「太陽の王子 ホルスの大冒険」ではホルス
が感情の谷に落ち込み，ヒルダのイメージを浮かべ
ることでそこから脱出できた。ヒルダには母なるも
のが破壊する力と保護する力が象徴され，感情の谷
では両者が出現するが，結局保護する力がホルスを

助けた。「幻魔大戦」はマンガとアニメと二つの作品
を取り上げた。マンガの「幻魔大戦」は「太陽の王子
ホルスの大冒険」とほぼ同じ時期の作品であり，東丈
が感情の谷に落ち込み，姉の膝の上に抱かれている
のを，外から丈の心の中に入り込んだプリンセス・
ルーナが，姉と引っ張り合って，丈を現実に引き戻し
た。ここにも母なるものの破壊する力と保護する力
の相克があり，後者の力が優位となった。アニメの
「幻魔大戦」では感情の谷に落ち込んだ丈は，姉の膝
の上で幼児の姿に退行していた。閉じこもりである。
プリンセス・ルナはただ丈に語り掛け，丈は元の姿
に戻ることで意識が目覚める。この時丈の姿は裸で
あることで，性愛が象徴されていると思われた。1960
年代の作品から 1980年代の作品への変化を見ると，
母なるものへの依存から，同じ世代の性愛による感
情の谷の脱出へと大きく変化しているのが分かる。
2009年から始まった「進撃の巨人」のマンガおよ
びアニメでは，エレンの体験する感情の谷は，巨人に
変身するというものであり，その心の奥底では家族
との安全な住まいのイメージが生きていた。そこか
ら出ることの必要性を感じないエレンはまた眠り込
んでしまう。このままではまさに閉じこもりである。
その眠りを覚ましたのが，幼馴染のアルミンであっ
た。アルミンの語り掛けは，エレンの，壁の外へ出か
けてゆく動機を思い出させるものであった。エレン
の感情の谷脱出は，自身の真の動機を再発見するこ
とであり，それは心理学的に言えばアイデンティ
ティの確立であり，青年期から成人期への移行に相
当する出来事と思われた。感情の谷を出ることは社
会に出て，社会の要請を意識的に引き受けることに
つながった。しかし 2016年の「君の名は。」では，三
葉と瀧は，共に感情の谷に落ち込み，時代を超え，空
間を越えてお互いの体の中に入り込み，それにもか
かわらず山頂で出会うという体験をした。時空を超
える異常体験をしたのであり，その際に，単に出会う
ということが絶頂体験であるかのように描かれた。
現実社会に適応することが必要ではなく，困難な状
況で，お互いを見つけ合い，出会うことがすなわち喜
びなのだと語り，それ以外のことは何も描かない。
以上のようにみてくると 1960年代から 2009年の
ここで紹介した作品は，感情の谷を越え，英雄として
社会に出て行き，社会の要請を引き受けて，社会をよ
くするために頑張るということを描いていた。それ



（ 254） 応用心理学研究 Vol. 45, No. 3

が 2016年の作品になると感情の谷に落ち込み，そこ
から抜け出ても，社会のために何かをしようとは全
く考えず，ただ単に再会するという私的な試みのみ
に終始する作品となった。その間にアニメで描く世
界の大きな変容があり，それと同時に，身体的な生な
かかわりではなく，心の触れ合いといった精神的な
かかわりの重視への転向が生じて来たといえよう。
新海誠監督はこの点に関しインタビュー（新海，
2016）の中で「日常がいつなくなってしまうかもしれ
ない感覚って，みんな日に日に強く抱えるように
なっていると思うんですよ。でも，あと少しだけでい
いからこの状態を続けていたい。好きな人と一緒に
いたい。幸せって，そういう切実な思いの中で初めて
見いだせるものだと思うんです」（p.61）と述べてい
る。このように新海作品の前提は「日常がいつなく
なってしまうかもしれない感覚」があるとするなら
ば三葉と瀧の出会いに絶頂体験を持ってくるのも理
解できる。もう少し幸せが続いてほしいという切な
る願いである。これに対しそれまでの作品はその前
提ではなく「日常は日常としていつまでも続いてい
く」という信頼があったのであり，そのために日常に

戻ることが大切だった。しかし現代ではその日常が
続くことへの信頼が失われてしまっているというこ
となのであろう。
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